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編
集
後
記

・
『
中
国
研
究
集
刊
』
第
四
十
号
（
露
号
）
を
お
届
け
し
ま
す
。
玉

稿
を
お
寄
せ
下
さ
っ
た
先
生
方
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

•
本
誌
の
創
刊
号
か
ら
第
二
十
一
号
（
往
号
）
ま
で
編
集
責
任
者
を

務
め
ら
れ
ま
し
た
加
地
伸
行
先
生
（
大
阪
大
学
名
誉
教
授
、
同
志

社
大
学
専
任
フ
ェ
ロ
ー
）
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
年
四
月
、
め

で
た
＜
古
稀
を
お
迎
え
に
な
り
ま
し
た
。
関
係
者
一
同
は
、
先
生

の
古
稀
を
お
祝
い
し
て
、
こ
の
た
び
、
『
中
国
学
の
十
字
路
ー
加

地
伸
行
博
士
古
稀
記
念
論
集
ー
』
を
刊
行
致
し
ま
し
た
。
詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は
、
本
誌
掲
載
の
研
文
出
版
広
告
欄
を
ご
覧
下
さ
い
。

•
本
誌
の
第
三
十
八
号
（
別
冊
『
戦
国
楚
簡
研
究
2

0

0

 5』
)
の

表
紙
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

（
誤
）
新
出
土
資
料
と
諸
子
百
家

（
正
）
新
出
土
資
料
と
諸
子
百
家
研
究

著
者
の
浅
野
裕
一
先
生
、
な
ら
び
に
読
者
の
皆
様
に
は
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
致
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
謹
ん
で
訂
正
し
、
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

•
本
誌
の
編
集
事
務
に
あ
た
っ
て
お
り
ま
す
大
阪
大
学
中
国
哲
学
研

究
室
は
、
平
成
十
八
年
十
月
二
十
八
日
に
開
催
さ
れ
る
日
本
道
教

学
会
第
五
十
七
回
大
会
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
、

そ
の
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
中
国

哲
学
研
究
室
H
Ph
t
t
p
 "＼
＼
 w
w
w
.
l
e
t
.
o
s
a
k
a
-
u
.
a
c
.
 j
p
/
c
h
u
t
e
t
s
 

u
¥
、
な
ら
び
に
日
本
道
教
学
会
H
Ph
t
t
p
 "＼
ミ

w
w
s
o
c
.
n
i
 i. 
a
c
.
 j
 

p
¥
 do
k
y
o
/
を
ご
覧
下
さ
い
。

•
こ
の
た
び
、
大
阪
大
学
懐
徳
堂
文
庫
所
蔵
の
印
章
と
屏
風
の
電
子

展
示
（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
が
完
成
し
ま
し
た
。
詳
し
く
は
懐
徳
堂

研
究
の
総
合
サ
イ
ト
W
E
B
懐
徳
堂
h
t
t
p
:
/
/
k
a
i
t
o
k
u
d
o
.
j
p
/
を

ご
覧
下
さ
い
。
ま
た
、
懐
徳
堂
文
庫
の
善
本
紹
介
を
、
『
新
し
い

漢
字
漢
文
教
育
』
に
第
四
十
二
号
か
ら
四
回
分
連
載
致
し
ま
す
。

併
せ
て
御
面
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
湯
浅
邦
弘
）
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「中国研究集刊」投稿規定
大阪大学中国学会

原稿募集

・『中国研究集刊』の原稿を募集します。会員の皆様は、奮って御応

募下さい。

• 中国及び東北アジアに関する哲学・文学・ 語学・ 史学等の論考
を募集します。いわゆる論文の外、報告類・目録類・訳註• 図

表を多く含む論考などでも結構です。

応募原稿

•原稿は校正時に加筆を要しない完全原稿とする。

•原稿枚数は本文・注・図版等をあわせ400字詰原稿用紙換算で50枚

以内を原則とする。注は通し番号を施し全文の末尾に附すこと。

• 原稿形式は基本的に、フロッピーディスクに収めた電子テキス......... 
ト(MS-DOS形式テキストファイル）および打ち出し原稿とする。

• 電子テキストについては、やむを得ない場合のみ代表的なワー
プロソフト（一太郎 ・Wordなど）ファイルでの投稿は認めるが、

機種依存文字やワープロ独自の機能（特に注釈行・脚注エリア

など）は使用しないこと。またその際には、フロッピーディス

クに使用ワープロソフト名を明記すること。

• 原稿は原則として返却しない。
・締切りは毎年1月末・ 8月末とする。

採否

•査読委員に審査を委嘱し、編集委員会で決定する。

校正

•著者校正は再校まで。三校（念校）を編集委員会で行なう。

• 校正時の加筆・訂正は初校段階に限り、必要最小限のもののみと
すること。

抜刷等

・掲載論考の執筆者に対しては本冊5冊と抜刷30部とを贈呈する。

追加の抜刷を希望の場合は、初校返送時に連絡すること。追加

分については執筆者が実費を負担することとする。

投稿先

• 〒560-8532豊中市待兼山町1-5
大阪大学大学院文学研究科中国哲学研究室内大阪大学中国学会
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